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西
中
田
栗
西
町
内
会
は
太
白
区
の
南
端
、
名
取
市
と

隣
接
す
る
地
域
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
か
ら
区
画

整
理
さ
れ
た
住
宅
地
に
戸
建
住
宅
と
集
合
住
宅
が
混
在

し
、
約
８
３
０
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
先
人
達
の

努
力
や
苦
労
に
感
謝
し
功
績
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
旧

字
名
「
中
田
町
字
栗
」
を
町
内
会
名
に
冠
し
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
か
ら
、
地
域
の
一
斉
清
掃
を
毎
月
実
施
し

て
お
り
、
長
く
お
住
ま
い
の
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
自

然
と
気
心
が
知
れ
て
い
る
近
所
の
方
々
が
集
ま
り
、
顔

を
合
わ
せ
、
情
報
交
換
や
役
員
の
方
へ
要
望
を
伝
え
る

地
域
の
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
と
し
て
、
学
校
周
辺
の
街
路
樹
の
植
込
み
に
花
を

植
え
て
お
り
、
毎
回
50
名
以
上
の
方
々
の
協
力
に
よ
り

道
路
が
花
で
彩
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
で
住
環
境
の
美
化

に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
も
よ
く
守
ら
れ
て
い
る
地
域
で
す

が
、
集
積
所
が
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
お
手
上
げ
状
態
で
、
時
に
は
小
学
生
が
カ
ラ
ス
に

襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
平

成
27
年
に
町
内
会
役
員
の
就
任
を
機
に
推
進
員
に
就
い

た
阿
部 

昌
道
さ
ん
は
、
太
白
環
境
事
業
所
へ
カ
ラ
ス

対
策
の
相
談
に
来
ら
れ
た
時
に
「
ハ
ン
サ
ム
ネ
ッ
ト
」

を
目
に
し
、
試
験
的
に
１
ヶ
所
へ
取
り
付
け
た
と
こ

ろ
、
効
果
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
見
本
を
参
考
に
ク
リ

ー
ン
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
被
害
の
大
き
い

８
ヶ
所
へ
取
り
付
け
ま
し
た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
カ

ラ
ス
の
被
害
は
な
く
、
地
域
の
皆
様
に
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

　

設
置
当
初
は
ご
み
を
ネ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
ず
、
裏

側
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
使
い
方
を
周

知
す
る
た
め
の
回
覧
板
を
作
成
し
、
協
力
を
求
め
た

ほ
か
、
集
積
所
に
も
案
内
板
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
で
は
正
し
い
使
用
方
法
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
清
掃
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
、
ご
み

集
積
所
の
鳥
獣
対
策

と
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
こ
と
に
「
地
域

が
協
力
し
て
街
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
も
無

く
な
り
ま
す
ね
」
と

笑
顔
の
阿
部
さ
ん
が

印
象
的
で
し
た
。

●　編集・発行　仙台市環境局家庭ごみ減量課

●　電　　　話　２１４－８２２6

こんにちは推進員さん

「クリーン仙台推進員排出実態調査報告会」を開催しました

仙台市環境局からのお知らせ

平成30年度クリーン仙台推進員研修等事業概要

１Ｐ

２Ｐ

３Ｐ

４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

地
域
力
で
環
境
美
化
を

【
太
白
区
】
西
中
田
栗
西
町
内
会

平成30年度クリーン仙台推進員研修等事業概要
　平成 30 年度の研修等事業は下記のとおり予定しております。グループ学習会は、これまでの「広報研修」と

「スキルアップ研修」を統合して、新たな「スキルアップ研修」に改編します。一昨年まで 3 日連続の研修でし

たが、今後はテーマを選択し受講していただけるようになります。

■初任者研修（実施時期：６・7月）

　新任推進員を対象に活動方法や自分たちに何ができるか等をテーマに講師による講義、グループワークや

先輩推進員の活動事例紹介など、初任者向けの内容を充実させました。（２日間受講）

■スキルアップ研修（年間１人１項目のみ受講可。定員に達しない場合のみ複数項目受講可）

　推進員として活動を行う上で必要とされるスキルを更に高めていただけるよう、技術向上、知識の習得、

地域コミュニティ活性化等を企画いたしました。ご自分の興味のあるテーマを以下から選択してください。

○対人スキル編（開催時期：６月上旬）

　啓発活動を効果的に進めるため、話の内容整理や相手の気持ちを察した伝わる話し方の研修です。

○環境施設編（開催時期：7・９月）

　廃棄物処理業者から、廃棄物の現状や処理方法等を直接お聞きします。

○市民協働編（開催時期：９月）

　一緒に活動する仲間の作り方、地域や協力者を巻き込んで活動の幅を広げる方法などの研修です。

○ごみ減量編（開催時期：１０月）

　野菜の皮や切れ端を利用した調理や捨てる部分を減らす工夫など食品ロスに特化した研修です。

■ごみ分別研修会（各環境事業所主催）（開催時期：6・7月）

　ごみの分別やごみに関する悩みの解決を探ります。また、グループワークで地域の情報交換等を行う研修

です。

■ごみ集積所排出実態調査（開催時期：10月1日～31日）

　居住地域の｢ごみの排出実態｣を把握し、ごみ減量・リサイクルの推進、環境美化の手法を探るとともに、

周辺住民の協力を得ながら活動することで、地域における環境意識の高揚を図ることを目的としています。

■リサイクル施設見学会（開催時期：10・11月）

　先進の廃棄物処理施設を見学いたします。ごみ分別・リサイクル推進を考えていただく際の参考にしてい

ただく見学会です。

■活動報告会（開催日：平成31年2月7日（木）　会場：楽楽楽ホール）

　２年間の推進員活動のまとめとしての活動事例発表や排出実態調査の結果、仙台市のごみ減量・リサイク

ル推進員のために行った啓発事例の展示も行います。

　これらの研修等は開催の都度ご案内を送付します。なお、事情により、開催日時・会場・研
修内容等が変更になる場合もありますのでご了承願います。

【
南
蛮
レ
ン
コ
ン
】

○
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
ポ
イ
ン
ト

レ
ン
コ
ン
は
皮
ご
と
。
甘
じ
ょ
っ
ぱ
さ

と
酸
味
で
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
る
美
味

し
さ
で
す
。
お
か
ず
に
も
お
つ
ま
み
に

も
お
弁
当
に
も
グ
ッ
ド
！

○
材
料
（
４
人
前
）

レ
ン
コ
ン 

４
節　

そ
ば
つ
ゆ 

15 

ml　

砂
糖 

大
さ
じ
１
～
２　

酢 

大
さ
じ
１ 

サ
ラ
ダ
油 

適
量　

小
麦
粉 

適
量

○
作
り
方

①
レ
ン
コ
ン
は
皮
付
の
ま
ま
１
セ
ン
チ

の
厚
さ
に
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
小

麦
粉
を
ま
ぶ
し
ま
す
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
レ
ン
コ

ン
を
重
な
ら
な
い
よ
う
に
並
べ
両
面
を

焼
き
ま
す
。
少
し
縮
ん
で
く
る
ぐ
ら
い

が
目
安
で
す
。
余
計
な
油
を
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
吸
い
取
り
ま
す
。

③
合
せ
て
お
い
た
そ
ば
つ
ゆ
、
砂
糖
、

酢
を
入
れ
て
絡
め
ま
す
。
焦
げ
や
す
い

の
で
気
を
付
け
て
。
お
好
み
で
白
ご

ま
、
小
口
切

り
の
南
蛮
な

ど
を
ま
ぶ
し

て
く
だ
さ

い
。

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
レ
シ
ピ

ハンサムネットの使用方法を掲載した
回覧板 ほかにも美味しいレシピがたくさん⇒「モッタイナイキッチン」サイトをチェック！
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・
分
別
し
て
出
さ
れ
た
資
源
物
が
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
Ｐ
Ｒ
す
る

と
意
識
が
高
ま
る
の
で
は
。

■
宮
城
野
区
（
２
月
15
日
）

　

宮
城
野
区
報
告
会
で
は
、
清
水
沼
町

内
会
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
リ
ー
ン
メ
イ

ト
」
に
よ
る
取
り
組
み
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
清
水
沼
町
内
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
小
学
生
向
け
に
出
前
講
座
を
長

年
実
施
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
地
域
で

分
別
意
識
が
向
上
し
、
更
な
る
取
り
組

み
と
し
て
、
町
内
の
小
学
生
の
中
か
ら

「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
」
を
募

集
し
て
、
排
出
実
態
調
査
を
一
緒
に
行

う
な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
若
林
区
（
２
月
16
日
）

・
女
性
か
ら
の
働
き
掛
け
が
効
果
的
な

 

環
境
局
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（※

）
に
よ
る
市
民
協
働
で
の
ご
み
減

量
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
各
区

で
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員

排
出
実
態
調
査
報
告
会
で
、
「
ご
み
減

量
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
７
」
の
取
り
組

み
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
推
進
員

の
皆
様
と
家
庭
や
地
域
で
分
別
を
進
め

る
た
め
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
い

た
し
ま
す
。

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
：
計
画
（
Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
）
を
立
て
て
実
行
し
（
Ｄ
ｏ
）
、

そ
の
結
果
を
評
価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）
し

て
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
）
の
一
連
の
取
り
組
み
。

■
青
葉
区
（
２
月
21
日
）

・
集
合
住
宅
の
集
積
所
で
不
動
産
管
理

会
社
と
一
緒
に
実
施
し
た
調
査
結
果
を

分
析
し
、
今
後
の
展
開
に
活
用
す
べ

き
。

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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◆「（
保
存
版
）資
源
と
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」を
３
月
か
ら
配
布
し
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
基
本
的
な
分
別

方
法
と
出
し
方
を
ま
と
め
た
「
（
保
存

版
）
資
源
と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂
し
ま
し
た
。
ご
み

の
減
量
と
資
源
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

拠
点
に
関
す
る
情
報
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
か
ら
各
区
役
所
、
総
合
支
所

等
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
の

ご
み
の
分
別
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
一
部
改
訂
版
に
つ
き
全
戸
配
布

は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
年

度
版
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
３
）
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
一
部
統
合
し
ま
し
た
。

問　

家
庭
ご
み
減
量
課
２
１
４-

８
２
２
９

◆
環
境
施
設
見
学
会（
ワ
ケ
ル
く
ん
バ

ス
）ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

町
内
会
の
皆
さ
ま
で
、
バ
ス
に
乗
っ
て

環
境
施
設
を
見
学
し
、
ご
み
の
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

町
内
会
、
社
会
学
級
、
子
供
会

な
ど
の
20
名
以
上
40
名
以
内
の
団
体

■
運
行
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
休

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
で
希

望
す
る
時
間

■
見
学
場
所　

ご
み
焼
却
工
場
、
資
源
化

セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

ほ
か

■
利
用
料　

無
料　

昼
食
が
必
要
な
場
合

は
各
自
持
参

【
お
す
す
め
コ
ー
ス
】

葛
岡
工
場
→
葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
昼
食
→
見
学
→
資
源
と
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
講
座
）

※

家
庭
か
ら
出
た
生
活
ご
み
の
ゆ
く
え
を

見
学
し
、
ご
み
の
分
別
方
法
に
つ
い
て
学

ぶ
コ
ー
ス
で
す
。

■
見
学
先
、
運
行
日
程
、
時
間
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

家
庭
ご
み
減
量
課
２
１
４-

８
２
２
９

（
利
用
日
の
６
か
月
前
か
ら
電
話
で
受
付
）

◆
せ
ん
だ
い
環
境
学
習
館
・
た
ま
き
さ

ん
サ
ロ
ン【
サ
ロ
ン
講
座
の
ご
案
内
】

○
「
私
た
ち
と
つ
な
が
る
島
国
～
地
球

温
暖
化
最
前
線
国
・
キ
リ
バ
ス
共
和
国

か
ら
考
え
る
こ
と
～
」

■
日
時　

４
月
７
日(

土)

13:

30
～
15:

30

■
講
師　

前
キ
リ
バ
ス
共
和
国
名
誉
領

事
館　

名
誉
領
事
・
大
使
顧
問

一
般
社
団
法
人
日
本
キ
リ
バ
ス
協
会　

代
表
理
事　

ケ
ン
タ
ロ
・
オ
ノ
氏

■
定
員　

40
人

■
申
込
み
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
講
座
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
て

３
月
27
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
抽
選
後
、
当
選
者
の
み
に
ご
連
絡

し
ま
す
）

申
・
問　

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８-

１

電
話
２
１
４-

１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
９
３-

５
０
３
８

ta
m

a
k
i3

s
a
lo

n
@

c
ity.s

e
n

d
a
i.jp

◆「
ワ
ケ
ル
ネ
ッ
ト
」を
ご
活
用
く
だ
さ

い
！

　

仙
台
市
で
は
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
サ
イ
ト
「
ワ
ケ
ル
ネ
ッ
ト
」

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
地

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　　　２７７－５３００

宮城野環境事業所　　２３６－５３００

若林環境事業所　　　２８９－２０５１

太白環境事業所　　　２４８－５３００

泉環境事業所　　　　７７３－５３００

域
の
方
に
ご
み
出
し
ル
ー
ル
等
を
お
知
ら
せ

す
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
手
軽
に
作
成
で

き
る
「
ワ
ケ
ル
く
ん
素
材
集
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
コ
ー
ナ
ー
が
大
変
好
評
で
す
。
町
内
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

を
素
材
集
を
使
っ
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ワ
ケ
ル
く
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ご
み
の
イ
ラ
ス

ト
の
ほ
か
、
印
刷
し
て
す
ぐ
に
使
え
る
ポ
ス

タ
ー
の
ひ
な
形
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

仙
台
市
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
総
合

サ
イ
ト　

ワ
ケ
ル
ネ
ッ
ト

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.g
o
m

i1
0

0
.c

o
m

）

問
：
家
庭
ご
み
減
量
課
２
１
４-

８
２
２
９

の
で
、
啓
発
活
動
を
行
う
際
に
婦
人
会

組
織
を
活
用
す
る
。

・
食
事
の
食
べ
切
り
や
生
ご
み
の
水
切

り
を
徹
底
す
る
な
ど
生
ご
み
の
減
量
を

働
き
掛
け
て
は
ど
う
か
。

・
紙
類
の
分
別
意
識
を
呼
び
掛
け
る
た

め
、
雑
が
み
な
ど
を
入
れ
る
紙
袋
に
貼

る
た
め
の
シ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。

■
太
白
区
（
２
月
９
日
）

・
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
使
っ
た
ポ
ス

タ
ー
は
大
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る
の

で
、
子
供
会
と
連
携
し
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
し
て
集
積
所
に
貼
っ
て
啓
発
す
る
。

・
「
ご
み
を
捨
て
る
」
か
ら
「
有
効
活

用
で
き
る
資
源
を
提
供
す
る
」
と
い
う

意
識
の
変
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
化
す
る
。

■
泉
区
（
２
月
14
日
）

・
月
一
回
の
町
内
会
清
掃
の
時
に
、
実

例
を
交
え
て
分
別
の
仕
方
を
町
内
会
の

方
に
紹
介
し
て
い
る
。

・
町
内
会
で
の
集
団
資
源
回
収
を
月
２

～
３
回
実
施
し
た
り
、
子
供
会
で
リ
ヤ

カ
ー
を
使
っ
て
各
戸
を
巡
回
し
た
り
す

る
な
ど
住
民
の
方
に
資
源
物
を
出
し
や

す
い
状
況
を
つ
く
っ
て
い
る
。

家
庭
や
地
域
で
ご
み
分
別
を
進
め

て
い
く
た
め
の
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
を
減
ら
し
ま
せ
ん
か

　

家
庭
ご
み
の
35
％(

重
量
比)

は
野
菜
く
ず

や
食
べ
残
し
、
消
費
期
限
切
れ
食
材
等
の
生

ご
み
で
す
。
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
に
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
補
助
対
象
（
購
入
前
に
申
請
が
必
要
）

○
た
い
肥
化
容
器
（
屋
外
型
・
屋
内
型
）

・
補
助
額
：
１
基
に
つ
き
２
千
円
（
１
世

　

帯
２
基
ま
で
）
先
着
３
０
０
基

○
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

・
補
助
額
：
購
入
金
額
（
税
込
み
）
の
５
分

　

３
（
３
万
円
上
限
）
先
着
２
５
０
台

◎
申
請
受
付
期
間
：
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
１
月
20
日

問
・
申 

家
庭
ご
み
減
量
課
２
１
４-

８
２
２
９

平
成
30
年
４
月
か
ら

ご
み
の
搬
入
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

　

ご
み
処
理
費
用
の
負
担
適
正
化
、
ご
み
減

量
の
た
め
、
市
内
清
掃
工
場
や
石
積
埋
立
処

分
場
へ
の
ご
み
搬
入
手
数
料
が
変
わ
り
ま

す
。

問　

事
業
ご
み
減
量
課
２
１
４-

８
６
７
９

３/31

まで

4/1

から

一
０
０
kg
又
は
そ
の
端
数
ご
と

に
一
０
０
０
円

一
０
０
kg
ま
で
一
五
０
０
円

一
０
０
kg
を
超
え
る
分
は
一
０

kg
ま
で
ご
と
に
一
五
０
円


